
『法
華
伝
記
』
の
撰
者
と
成
立
年
代
に
つ
い
て

市

岡

聡

は

じ

め

に

『法
華
伝
記
』
は
、
「
『法
華
経
』
の
由
来
、
伝
訳
、
霊
験
等
に
関
す
る
事
跡
を
、

部
類
増
減
、
隠
顕
時
異
、
伝
訳
年
代
、
支
派
別
行
、
論
釈
不
同
、
諸
師
序
集

(以

上
、
巻

一
)、
講
解
感
応

(巻
二
-
三
)
、
調
諦
勝
利

(巻
四
-
六
)、
転
読
滅
罪

(巻
七
)、
書
写
救
苦

(巻
七
-
八
)
、
聴
聞
利
益

(巻
九
)、
依
正
供
養

(巻
十
)

の
十
二
科
に
分
け
て
記
述
し
た
も
の
」
(-
)で
あ
り
、
「と
く
に

『法
華
経
』
の
講
解

・

調
諦

・
転
読

・
書
写

・
聴
聞

・
供
養

に
ま

つ
わ
る
各
人
の
事
跡
や
霊
験
談
が
詳
し

く
述

べ
ら
れ
て
い
る
点
に
本
書
の
特
色

が
あ
る
」
(2)と
さ
れ
る
。
「法
華
経
伝
記
、

法
華
経
伝
、
唐
法
華
伝
」(3
)と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
第
五

一
巻

史
伝
部
三

(大
正
蔵
二
〇
六
八
)
と
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
第
七
七
巻

(続
蔵

一
五

三
八
)
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
大
蔵
経

は
、
慶
長
五
年

(
一
六
〇
〇
)
刊
大
谷
大

学
蔵
本
を
原
本
と
し
、
校
本
を
東
大
寺
蔵
古
写
本
と
す
る
。
そ
の
他
の
諸
本
と
し

て
、
慶
長

一
九
年

(
一
六

一
四
)
刊

の
も
の
が
、
叡
山
文
庫
中
の
天
海
蔵
、
大
谷

大
学
、
大
正
大
学
及
び
龍
谷
大
学
に
あ
り
、
寛
永
三
年
丙
寅

(
一
六
二
六
)
京
都

本
能
寺
開
判
の
も
の
が
、
真
如
蔵

(大
津
市
坂
本
本
町
、
実
蔵
房
)
に
あ
り
、
承

応
元
年

(
一
六
五
二
)
舜
興
写
の
も
の
が
、
正
教
蔵

(大
津
市
坂
本
本
町

・
西
教

寺
内
)
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
(4)。
ま
た
、
名
古
屋
市
に
あ
る
大
須
真
福
寺
宝
生

院
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
(5)、
真
福
寺
本
は

一
、
二
、
九
及
び
十
巻
を
欠
く
。

『法
華
伝
記
』
は
、
長
久
年
間

(
一
〇
四
〇
～

一
〇
四
四
)
に
首
榜
厳
院
沙
門

鎮
源
に
よ

っ
て
編
ま
れ
た

『大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
に
強
い
影
響
を
与
え
て
お

り
(6)、
ま
た
、
『
百
座
法
談
聞
書
抄
』
や
醍
醐
寺
蔵

の
源
西
撰

『探
要
法
華
伝
』

に
も
話
が
引
用
さ
れ
て
い
て
、
日
本
で
は
比
較
的
著
名
な
書
で
あ

っ
た
こ
と
が
窺

わ
れ
る
。
し
か
し
、
『法
華
伝
記
』
に
つ
い
て
わ
か

っ
て
い
る
こ
と
は
少
な
く
、

い
つ
誰
の
手
に
よ

っ
て
編
ま
れ
た
の
か
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

本
稿

で
は
、
『
法
華
伝
記
』

の
撰
者
と
成
立
年
代

に
関
す
る
問
題

に
つ
い
て
検
討

し
た
後
、
内
容
や
引
用
関
係
に

つ
い
て
論
じ
て
い
き
た
い
。

一

撰

者

『法
華
伝
記
』
の
撰
者
の
記
載
に

つ
い
て
、
大
蔵
経
は

「唐
僧
詳
撰
」
と
し
、

続
蔵
経
は

「唐
慧
詳
集
」
と
す
る
。
羽
渓
了
諦
(7)は
、
撰
者
を

「祥
」
と
し
、
玄

宗
及
び
粛
宗
時
代

(七

一
二
～
七
六
二
)
の
人
と
す
る
。
僧
は
、
名
前
の
下
の

一

文
字
だ
け
を
と

っ
て
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
く
、
「祥
」
と
い
う
撰
者
名
も
そ
の
例

で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
例
は
枚
挙

に
暇
が
な
く
、

『法
華
伝
記
』
本
文

に
も

「道
生
」
を

「生
」
、
「玄
朗
」
を

「朗
」
と
す
る
。

つ
ま
り
、
羽
渓
は
、
『法
華
伝

記
』
の
撰
者
を

「
某
祥
」
と
い
う
名

で
あ
る
と
考
え
、
下
の
漢
字
だ
け
と

っ
て



「祥
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
小
笠
原
宣
秀
(8)は
、
本
書
の
撰
者
を

『古
清
涼
伝
』
、

『弘
賛
法
華
伝
』
及
び

『釈
門
自
鏡
録
』
の
撰
者

で
あ
る

「慧
詳
」
と
す
る
が
、

伊
吹
敦
(9)は
小
笠
原
説
を
否
定
し
、
慧
祥
と
は
異
な
る
人
物
と
す
る
が
、
積
極
的

に
誰
で
あ
る
か
は
明
記
し
て
い
な
い
。
鎌
田
茂
雄
(m)は
、
僧
詳
と
す
る
説
に
立

つ
。

こ
の
よ
う
に
、
「
某
祥
」
と
す
る
説
、
「
慧
詳
」
と
す
る
説
、
「僧
詳
」
と
す
る
説

の
三

つ
が
あ
り
、
僧
詳
説
が
多
く
の
支
持
を
得
て
い
る
。

僧
詳
と
す
る
説
は
、
日
本
人
僧
釈
円
智
が
慶
長
五
年

(
一
六
〇
〇
)
三
月
十
五

日
(、)に
記
し
た

『法
華
伝
記
』
践
文

の

「
唐
僧
祥
公
」
(大
正
蔵
二
〇
六
八

九

七
上
。
以
下

『法
華
伝
記
』
の
引
用
は
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
の
頁
数
と
段
数
の
み

を
記
載
す
る
)
を

「唐
の
僧
祥
公
」

と
読
ん
だ
の
が
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
『法
華
伝
記
』
「諸
師
序
集
第
六
」

の

「法
華
経
序
」
に
円
智
が
書
い
た
文
と

考
え
ら
れ
る

「余
嘗
見
蔵
経
。
階
法
経
撰
衆
経
目
録
第
六
云
。
妙
法
蓮
華
経
序

一

巻
釈
慧
遠
。
出
三
蔵
記
第
十
二
巻
云
。
妙
法
蓮
華
経
序
釈
慧
遠
云
云
曽
不
載
序
文
。

蓋
祥
公
依
之
乎
。
」
(五
四
上

・
波
線

は
筆
者
)
と
い
う

一
文
が
あ
り
、
波
線
部
分

は
、
「蓋
し
祥
公
こ
れ
に
依
る
か
」
と
読
め
る
。
『法
華
伝
記
』
の
本
文
中
に
は
、

数
回

「祥
」
と
い
う
文
字
が
登
場
し
て
お
り
⑫
、
円
智
は
こ
れ
ら
の

「祥
」
と
い

う
表
現
を
見
て

『法
華
伝
記
』
の
撰
者
を

「祥
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、

践
文

の

「唐
僧
祥
公
」
は

「唐
僧
の
祥
公
」
と
読
む
の
が
妥
当
で
あ
り
、
「唐
の

僧
祥
公
」
と
読
む
の
は
妥
当
で
は
な
い
。
な
お
、
本
稿
で
は

『法
華
伝
記
』
の
撰

者
を
い
う
場
合
、
「唐
僧
祥
公
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

小
笠
原
は

「詳
」
と

「祥
」
の
違

い
に
つ
い
て
、
「後
漢

の
訳
経
沙
門
康
居
の

康
孟
詳
は
或
は
康
孟
祥
と
書
き

一
定
す

る
こ
と
を
得
ぬ
」
と
い
う
具
体
例
を
挙
げ

て

「総
じ
て
支
那
で
は
詳
字
祥
字
は
混
用
す
る
こ
と
が
多
」
い
と
し
、
議
論
上
の

混
乱
を
避
け
る
た
め
、
先
学
の
例
に
従
い

「詳
」
字
を
採

っ
た
と
す
る
§
。
確
か

に
、
反
切
は

『集
韻
』

に
よ
る
と
、
「詳
」
も

「
祥
」
も
と
も
に

「徐
羊
切
」
と

さ
れ
、
全
く
同
じ
発
音
で
あ
る
。
ま
た
、
『
説
文
通
訓
定
聲
』
に
よ
る
と
、
「詳
」

は

「
詳
、
？
借
為
祥
」
と
さ
れ
、
「祥
」
は

「祥
、
段
借
為
詳
」
と
さ
れ
て
、
意

味
の
上
で
も
通
用
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
の
文
字
を
使

っ
て
も
差
し
支
え
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
『法
華
伝
記
』
で
唐
僧
祥
公
は
自
ら
の
こ
と
を

「祥
」

と
言

っ
て
い
て
、
い
く
ら
音
通
で
仮
借
可
能
と
は
言
え
、
「詳
」
字
を
用
い
る
こ

と
は
適
切
で
は
な
い
。
『法
華
伝
記
』
の
撰
者
名
は

「祥
」
字
を
使
う
方
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。

次
に
、
唐

・
神
龍
二
年

(七
〇
六
)
以
後
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る

『弘
賛
法
華

伝
』
の
撰
者

「慧
祥
」
と
の
関
連
を
見
て
み
た
い
。
羽
渓
(41)は
体
裁
や
質

・
量
的

に
も
差
異
が
大
き
く
、
同

一
人
の
撰
と
は
言

い
難
い
た
め
、
『弘
賛
法
華
伝
』
と

『
法
華
伝
記
』

の
撰
者
は
別
人
と
す
る
。
小
笠
原
(蛎)は
、

一
旦
は

『法
華
伝
記
』

撰
者
を

『弘
賛
法
華
伝
』
撰
者
で
あ
る
藍
谷
沙
門
慧
詳
に
比
定
す
る
が
、
筆
法
の

異
な
り
等
同

一
人
物
と
し
得
な
い
点
も
あ
り
、
「斯
の
如
く
し
て

『法
華
経
伝
記
』

著
者
は
今
日
に
於
い
て
は
藍
谷
沙
門
慧
詳
と
断
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で
、

結
局
は
疑
問
と
す
る
外
は
な
い
と
思
ふ
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
。
伊
吹
(61)は
、

『
弘
賛
法
華
伝
』
と

『法
華
伝
記
』
と
の
共
通
の
話
を
比
較
し
、
『弘
賛
法
華
伝
』

に
お
い
て
慧
祥
の
資
料
の
取
り
扱
い
方
に
見
ら
れ
る
独
自
性
と
、
そ
れ
が

『法
華

伝
記
』
に
見
ら
れ
る
か
を
考
察
し
、
「全
く

『
弘
賛
法
華
伝
』
に
見
ら
れ
た
慧
祥

の
独
自
の
立
場
が
見
ら
れ
な
い
の
で
あ

っ
て
、
こ
の
よ
う
な
諸
点
よ
り
す
る
に
、



内
容
か
ら
見
る
限
り
、
こ
の
問
題
に
関

し

『法
華
伝
記
』
を
慧
祥
の
著
作
と
認
め

る
こ
と
は
、
到
底
、
不
可
能
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
」
と
す
る
。
小
笠
原
は
疑
問

と
す
る
が
、
他
の
二
氏
は

『法
華
伝

記
』
撰
者
と

『弘
賛
法
華
伝
』
撰
者
と
は
別

人

で
あ
る
と
い
う
立
場

で
あ
る
。
『
法
華
伝
記
』

の

「調
諦
勝
利
」

に
掲
載
す
る

僧

の
人
選
を
見
る
と
、
『法
華
伝
記
』

は

『
弘
賛
法
華
伝
』
か
ら
大
き
な
影
響
を

受
け
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
章
。

し
か
し
、
文
章
の
引
用
を
見
て
み
る
と
、

『弘
賛
法
華
伝
』
よ
り
も

『高
僧
伝
』

や

『続
高
僧
伝
』
の
内
容
を
基
礎
に
す
る

傾
向
に
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
見
て
も
、

や
は
り
唐
僧
祥
公
と

『弘
賛
法
華
伝
』
の

撰
者
の
慧
祥
は
別
人
で
あ
る
と
見
た
方

が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

以
上
、
『法
華
伝
記
』
の
記
述
に
従
う
と
、
『法
華
伝
記
』
の
撰
者
は

「僧
詳
」

と
す
る
の
は
妥
当
で
は
な
く
、
ま
た
、
『弘
賛
法
華
伝
』
の
撰
者

の

「
慧
祥
」
で

も
な
く
、
唐
代

の
僧
で
あ
る

「某
祥
」
と
す
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

「唐
僧
祥
公
」
と
は
誰
な
の
か
は
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
が
、
円
智
の
践
文
の

評
価
を
借
り
る
な
ら
、
「博
聞
達
識
之
人
」
(九
七
上
)
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
法
華

経
に
対
し
強
い
信
仰
心
を
持

っ
て
い
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
本
文
中
の
記
述
か
ら

推
測

で
き
る
。

つ
ま
り
、
聴
聞
利
益

「貞
観
鵠
児
五
」
は

『弘
賛
法
華
伝
』
か
ら

の
書
承
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
『法
華
伝
記
』
に
は
文
末

に

「鳥
聞
経

尚
成
人
身
。
況
人
情
乎
」
と
い
う

一
文

が
付
加
さ
れ
、
同
じ
く

『弘
賛
法
華
伝
』

と
書
承
関
係
に
あ
る

「南
陽
僧
法
朗
犬
十
三
」
で
は

「後
猴
犬
死
。
有
人
夢
。
猴

犬
是
朗
宿
世
朋
友
。
聞
法
華
故
。
捨
寿
生
天
。
畜
生
尚
押
持
経
者
。
聞
調
経
声
生

天
。
況
人
乎
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
章
は
、
唐
僧
祥
公
が
法
華
経
信
仰
の
功
徳

に

つ
い
て
強
調
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
あ
え
て
こ
れ
ら
の
文
を
付
加
し
て
い

る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
唐
僧
祥
公
は
強
い
法
華
経
信
者
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
。ま

た
、
『法
華
伝
記
』
に
は
多
数
の
僧
侶
の
伝
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
他
宗
に

比

べ
天
台
宗
に
関
係

の
あ
る
人
物
を
多
く
選
ん
で
い
る
点
に
特
徴
が
あ
り
、
「化

三
乗
人
。
開
悟

一
乗
」

(四
九
中
)
と
い
う
表
現
を
使
用
し
、
声
聞
と
縁
覚
を
導

い
て

一
乗
の
悟
り
を
開
か
せ
る
と
い
う
内
容
を
殊
更
に
述

べ
て
い
る
点
や
、
「体

具
」
(81)(四
九
上
)
と
い
う
天
台
宗
に
と

っ
て
非
常
に
重
要
な
教
義
で
あ
る

一
念
三

千
に
深
く
係
る
語
を
用
い
て
い
る
点
、
さ
ら
に
、
後
序
偈
頌
に
お
い
て

「麓
言
細

語
帰
中
道
」
(九
七
上
)
と
あ
り
、

こ
れ
は
ま
る
で

「
空
仮
中
」
の

「
三
諦
」
や

「従
仮
入
空
観
」
「従
空
入
仮
観
」
「中
道
第

一
義
観
」

の

「
三
観
」
が
前
提
に
な

る
文
章
に
思
え
る
点
を
鑑
み
る
と
、
唐
僧
祥
公
は
天
台
宗
の
僧
で
あ

っ
た
可
能
性

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二

成

立

年

代

成
立
年
代
に
関
す
る
有
力
説
は
、
羽
渓
の
説
く
天
宝

(七
四
二
-
七
五
六
)
末

年
頃
の
成
立
と
い
う
説
で
あ
る
(91)。
そ
の
理
由
は

「天
台
第
八
祖
玄
朗
の
事
は
記

し
て
あ
る
け
れ
ど
も
、
天
寳
の
末
か
ら
漸
次
名
聲
を
揚
げ
た
、
天
台
第
九
祖
湛
然

の
事
蹟
を
缺
い
て
を
る
か
ら
」
と
し
て
い
る

(羽
渓
は
天
台
九
祖
説
を
採
用
し
て

い
る
が
、
天
台
六
祖
説
が

一
般
的
な
の
で
、
本
稿
で
は
六
祖
説
を
採
用
す
る
。
し

た
が

っ
て
、
玄
朗
は
第
五
祖
、
湛
然
は
第
六
祖
と
な
る
)
。
確
か
に
玄
朗

(六
七

ニ
ー
七
五
四
)
の
記
事
は

『
法
華
伝
記
』

に

「唐
左
渓
釈
玄
朗
五
」
(五
八
上
1



中
)
と
し
て
書
か
れ
て
お
り
、
湛
然

(七

一
一
-
七
八
二
)
の
記
事
は
書
か
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
『法
華
伝
記
』
に
書
か
れ
て
い
る
第
五
祖
以
外

の
天
台
六
祖

は
、
第
二
祖
慧
思

(五
九
上
-
中
)
、
第
三
祖
灌
頂

(五
七
中
)
、
第
四
祖
智
顕

(五
六
下
-
五
七
上
)
で
あ
り
、
第

一
祖
慧
文
が
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
記
述

を
欠
く
か
ら
湛
然
以
前
と
い
う
羽
渓

の
主
張
は
、
い
ま
ひ
と

つ
説
得
力
を
欠
く
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

『法
華
伝
記
』
は
多
く
の
文
献
か
ら
文
章
を
引
用
を
し
て
い
る
が
、
成
立
年
代

を
考
え
る
上
で
次
の
二
文
献
か
ら
の
引
用
が
重
要
で
あ
る
。

一
つ
は
、
「
序
」
の

一
部
と

「論
釈
不
同
第
四
」
に
引
用
さ
れ
る
智
昇
撰

『開
元
釈
教
録
』
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
に
お
い
て
引
用
関
係
を

記
載
す
る
場
合
、
丸
付
き
数
字
以
下
に

『法

華
伝
記
』
の
科
名
、
頁
数
、
段
数
及

び
該
当
箇
所
の
文
章
を
書
き
、
矢
印
以
下
で

出
典
と
な

っ
て
い
る
文
献
の
著
者
名
、
書
名
及
び
引
用
箇
所
を
示
し
、
双
方
に
共

通
す
る
表
現
に
は
傍
線
を
引
く
こ
と
と
す
る
。

①

『法
華
伝
記
』
序

(四
八
下
)

「我
撰
経
典
護
法
城

哀
懸
覆
護
願
加
威

法
灯
不
断
長
夜
照

迷
者
因
此

得
仏
慧
」

↓
智
昇

『開
元
釈
教
録
』
(大
正
蔵
二

一
五
四

四
四
七
上
)

「我
撰
経
録
護
法
城

三
宝
垂
慈
幸
冥
祐

惟
願
法
灯
長
夜
照

迷
徒
因
此
得

剰
明
」

②

『法
華
伝
記
』
論
釈
不
同

(五
三
上
)

「釈
其
大
義
。
中
印
度
沙
門
勒
那
摩
提
。
魏
云
宝
意
。
学
識
優
謄
理
事
。
兼

通
三
蔵
。
凡
誦

一
億
偶
。
偈
有
三
十

二
字
。
意
存
遊
化
。
以
宣
武
帝
正
始
五
年

戊
子
。
初
届
洛
邑
。
訳
法
華
論
爲

一
巻
。
侍
中
崔
光
沙
門
僧
朗
等
筆
受
。
当
翻

経
日
。
於
洛
陽
内
殿
。
菩
提
流
支
伝
本
。
勒
那
扇
多
参
明
其
後
。
三
徳
乃
徊
流

言
。
各
伝
師
習
。
不
相
詞
訪
。
帝
以
弘
法
之
盛
。
略
叙
曲
煩
勅
三
庭
。
各
翻
詑

乃
参
校
其
間
隠
没
。
互
有
不
同
致
者
。
文
旨
時
兼
異
綴
。
後
人
合
之
。
共
成
通

部
。
又
北
印
度
沙
門
菩
提
流
支
。
此
云
道
希
。
新
云
覚
愛
。
遍
通
三
蔵
。
妙
入

総
持
。
志
在
弘
法
。
広
流
視
聴
。
遂
挾
道
香
征
。
遠
在
葱
左
。
以
魏
永
平
之
歳
。

至
止
東
華
。
宣
武
下
勅
。
患
勲
敬
勢
。
後
庭
之
永
寧
大
寺
。
供
待
甚
豊
。
七
百

梵
僧
。
並
皆
周
給
。
勅
以
流
支
。
為
訳
経
之
元
匠
也
。」

↓

『開
元
釈
教
録
』
(大
正
蔵
二

一
五
四
)

「沙
門
勒
那
摩
提
。
或
云
婆
提
。
魏
言
宝
意
。
中
印
度
人
。
学
識
優
謄
理
事

兼
通
。
三
蔵
教
文
凡
諦

一
億
偶
。
偶
三
十
二
字
。
尤
明
禅
観
意
存
遊
化
。
以
宣

武
帝
正
始
五
年
戊
子
初
届
洛
邑
。
遂
訳
法
華
論
等
三
部
。
沙
門
僧
朗
覚
意
侍
中

崔
光
等
筆
受
。
当
翻
経
日
於
洛
陽
内
殿
。
菩
提
留
支
伝
本
。
勒
那
扇
多
参
助
。

其
後
三
徳
乃
徊
流
言
。
各
伝
師
習
不
相
訪
問
。
帝
以
弘
法
之
盛
略
叙
曲
煩
勅
三

庭
。
各
翻
詑
乃
参
校
。
其
間
隠
没
互
有
不
同
。
致
有
文
旨
時
兼
異
綴
後
人
合
之

共
成
通
部
。
見
宝
唱
等
録
」
(五
四
〇
中
)

「沙
門
菩
提
留
支
。
魏
言
道
希
。
北
印
度
人
也
。
遍
通
三
蔵
妙
入
絡
持
。
志
在

弘
法
広
流
視
聴
。
遂
挾
道
宵
征
遠
在
葱
左
。
以
魏
永
平
之
歳
至
止
東
華
。
宣
武

下
勅
患
勲
敬
勢
。
後
庭
之
永
寧
大
寺
供
待
甚
豊
。
七
百
梵
僧
並
皆
周
給
。
勅
以

流
支
為
訳
経
之
元
匠
也
。」

(五
四

一
中
)

こ
の
引
用
関
係
を
見
る
と
、
『法
華
伝
記
』
が

『
開
元
釈
教
録
』
を
見
て
い
る

こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。
『
開
元
釈
教
録
』
は
開
元
十
八
年

(七
三
〇
)

に
成



立
(02)し
て
い
る
た
め
、
こ
の
引
用
か
ら

『法
華
伝
記
』
は
開
元
十
八
年
以
降
の
成

立
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
と
い
え
る
。

二

つ
目
は
、
「序
」
で
引
用
さ
れ
る
湛
然
著

『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
で
あ
る
。

③

『法
華
伝
記
』
序

(四
八
下
)

「諸
同
遇
者
生
慶
幸

世
世
恒
聞
能
修
行

乃
至
見
聞
讃
殿
者

順
逆
倶

讃
無
生
忍

(中
略
)
抑
祥
宿
殖
所
資
妙
因
斯
発
。
流
通

一
乗
。
讃
詠
真
文
。
目

聞
未
聞
。
耳
見
未
見
。
昔
始
自
銚
秦
訪
道
。
」

↓
湛
然

『止
観
輔
行
伝
弘
決
』
(大
正
蔵

一
九

一
二

二

一
六
中

下
)

「今
運
居
像
末
囑
此
真
文
。
自
非
宿
植
妙
因
誠
為
難
遇
況
十
乗
十
境
出
自

一

家
。

(中
略
)
如
其
所
計
宣
知
凡
有
所
説
威
混
願
諸
同
遇
者
深
生
慶
幸
心
翼
来

世
重
聞

早
契
無
生
忍
」

『止
観
輔
行
伝
弘
決
』
の
最
終
版

が
完
成
し
た
の
は
永
泰
元
年

(七
六
五
)
な

の
で
(田)、
『法
華
伝
記
』

の
成
立
は
永
泰
元
年
ま
で
時
代
が
下
る
こ
と
に
な
る
。

確
か
に
、
『
開
元
釈
教
録
』
か
ら
の
引
用
と
は
異
な
り
、
部
分
的
な
引
用
で
は
あ

る
。
し
か
し
、
双
方
の
類
似
は
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
表
現
が
他
の
文
献
に

は
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
を
鑑

み
る
と
、
『法
華
伝
記
』

の
成
立
を
永
泰
元

年
以
後
と
見
て
も
大
過
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
湛
然
著

『法
華
文
句
記
』

に
は

「宿
植
所
資
妙
悟
斯
発
」
(大
正
蔵

一
七

一
九

一
五

一
中
)
と
い
う
文
章
が
あ
り
、
『
法
華
伝
記
』
序

の

「宿
殖
所

資
妙
因
斯
発
」
と
著
し
く
類
似
し
た
表
現
で
あ
る
。
『
法
華
文
句
記
』
は
大
暦
九

年

(七
七
四
)
以
後
の
完
成
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
(詑)、
さ
ら
に
成
立
年

代
は
下
る
こ
と
に
な
る
。

唐
僧
祥
公
は
湛
然
の
著
作
を
目
に
し
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
羽
渓
の
説
く
湛

然
の
記
事
が
な
い
か
ら
天
宝
末
年
成
立
と
い
う
有
力
説
は
成
立
が
困
難
で
あ
る
と

考
え
る
。
『法
華
伝
記
』
が

『
開
元
釈
教
録
』
か
ら
引
用
し
て
い
る
は
明
ら
か
で

あ
り
、
『
法
華
伝
記
』
は

『
開
元
釈
教
録
』
が
成
立
し
た
開
元
十
八
年

(七
三
〇
)

以
後

の
成
立
が
確
実

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
湛
然
著
の

『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
と

『
法
華
文
句
記
』
か
ら
の
引
用
も
認
め
ら
れ
る
た
め
、
『法
華
伝
記
』
の
成
立
年
代

は

『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
が
成
立
し
た
永
泰
元
年

(七
六
五
)
、
ま
た
は

『
法
華

文
句
記
』
が
成
立
し
た
大
暦
九
年

(七
七
四
)
ま
で
下
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え

る
。三

内

容

と

引

用
関

係

『法
華
伝
記
』
は
、
『法
華
経
』
の
由
来
、
伝
訳
、
霊
験
等
に
関
す
る
事
跡
を
、

十
巻
十
二
科
に
分
け

て
記
述
し
て
お
り
、
『法
華
経
』
の
講
解

・
調
諦

・
転
読

・

書
写

・
聴
聞

・
供
養
に
ま

つ
わ
る
各
人
の
事
跡
や
霊
験
談
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
点

に
特
色
が
あ
り
、
講
解
感
応
以
降
は
僧
伝
の
形
式
を
採

っ
て
い
る
。
的
場
慶
雅
(32)

に
よ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
話
の
時
代
と
そ
の
話
数
は
、
晋
が
十

一
件
、
魏
が
三
件
、

宋
が
二
十
件
、
斉
が
十
三
件
、
梁
が
八
件
、
陳
が
七
件
、
階
が
三
十
件
、
唐
が
五

十
九
件
と
す
る
。
講
解
感
応
か
ら
依
正
供
養
ま
で
の
話
数
は
二
百
話
あ
り
、
的
場

の
勘
定
は
合
計
で

一
五

一
件
に
し
か
な
ら
な
い
の
で
、
ど
の
よ
う
な
勘
定
を
し
て

い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
階
唐
代
の
話
が
多
数
を
占
め
る
こ
と
は
わ
か
る
。

『法
華
伝
記
』
の
配
列
は
、
順
に

「部
類
増
減
、
隠
顕
時
異
、
伝
訳
年
代
、
支



派
別
行
、
論
釈
不
同
、
諸
師
序
集
、
講
解
感
応
、
調
諦
勝
利
、
転
読
滅
罪
、
書
写

救
苦
、
聴
聞
利
益
、
依
正
供
養
」
の
十

二
科
で
あ
る
。
こ
の
配
列
は
、
唐

・
嗣
聖

七
年

(六
九
〇
)
に
成
立
し
た
法
蔵
撰

『華
厳
経
伝
記
』
の

「部
類
、
隠
顕
、
伝

訳
、
支
派
、
講
解
、
認
諦
、
転
読
、
書

写
、
聴
聞
、
雑
述
」
と
類
似
し
て
お
り
、

配
列
順
序
に
関
し
て

『法
華
伝
記
』

は
、
『華
厳
経
伝
記
』

の
影
響
を
受
け
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
(42)。
『
華
厳
経
伝
記
』
と
の
相
違
点
と
し
て
、
『華
厳
経
伝
記
』

は
行
業
だ
け
を
表
し
て
い
る
が
、
『
法
華
伝
記
』
は
行
業
の
下
に
そ
れ
を
修
飾
す

る
語
を
付
け
て
四
文
字
で
表
現
し
、
各
科
に
ど
の
よ
う
な
内
容
が
書
か
れ
て
い
る

の
か
を
わ
か
り
や
す
く
し
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
「
部
類
は
増
減

す
、
隠
顕
は
時
に
よ
り
異
な
る
、
伝
訳

の
年
代
、
支
派
と
別
行
、
論
釈
は
同
じ
な

ら
ず
、
諸
師
の
序
の
集
、
講
解
に
よ
る
感
応
、
調
諦
に
よ
る
勝
れ
た
利
、
転
読
に

よ
る
滅
罪
、
書
写
に
よ
る
救
苦
、
聴
聞

に
よ
る
利
益
、
依
正
に
よ
る
供
養
」
と
読

む
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
『
弘
賛
法
華
伝
』
は

「図
像
、
翻
訳
、
講
解
、
調
持
、

転
読
、
書
写
、
修
観
、
遺
身
」
で
あ
り
、
部
分
的
に

一
致
す
る
が
、
『
法
華
伝
記
』

と
は
異
な
る
配
列
順
序
で
あ
る
。

『法
華
伝
記
』
に
は
各
話
の
文
末

に
割
注
で
出
典
が
記
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

出
典
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
最
も
多
い
の
は
、
『
梁
高
僧
伝
』
(二
十
件
)

で
あ
り
、
次
い
で

『続
高
僧
伝
』
(十
六
件
)
が
続
く
。
そ
の
他

の
出
典
文
献
と

し
て
、
『法
苑
珠
林
』、
『集
神
州
三
宝
感
通
録
』
、
『
冥
報
記
』
な
ど
が
あ
る
。
ま

た
、
出
典
文
献
の
記
載

で
は
な
い
が
、
「新
録
」
と
明
記
し
た
話
も
八
話
存
在
す

る
。

こ
の
よ
う
に
出
典
を
示
す
割
注

が
あ
る
場
合
も
多
い
が
、
『法
華
伝
記
』
で

は
割
注
が
な
い
話
が
大
多
数
を
占
め
る
。
し
か
し
、
割
注
の
記
載
が
な
い
話
で
あ

っ

て
も
出
典
が
存
在
し
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
、
本
章
で
は
各
科
の
内
容
と
引
用

関
係
に

つ
い
て
見
て
み
た
い
。
な
お
、
引
用
関
係
に
つ
い
て
は
、
「部
類
増
減
」

か
ら

「論
釈
不
同
」
ま
で
を
見
て
い
く
。

『序
』

…

七
字
四
〇
句
の
偶
頒
を
最
初
に
配
し
、
そ
の
後
ろ
に
長
行
を
配

す
る
。
偶
頗
は
、
仏
菩
薩
、
十
大
弟
子
及
び
法
華
経
を
讃
嘆
す
る
内
容
と
、
法
華

経
の
功
徳
や
願
文
の
よ
う
な
内
容
が
対
句
的
表
現
を
用
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
長

行
は
主
に

『法
華
伝
記
』
の
編
纂
意
図
や
構
成
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
な
お
、

序
は
後
序
と
密
接
な
関
連
性
を
有
し
て
い
る
(52)。
「
序
」
の
引
用
関
係

に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

「
我
撰
経
典
護
法
城

哀
慰
覆
護
願
加
威

法
灯
不
断
長
夜
照

迷
者
因
此
得

仏
剰
」

↓
智
昇

『開
元
釈
教
録
』
(大
正
蔵
二

一
五
四

四
四
七
上
)

コ
一

成
立
年
代
」
を
参
照
。

②

「諸
同
遇
者
生
慶
幸

世
世
恒
聞
能
修
行

乃
至
見
聞
讃
殿
者

順
逆
倶
誰

無
生
忍
」

↓
湛
然

『止
観
輔
行
伝
弘
決
』
(大
正
蔵

一
九

一
二

二

一
六
中
-
下
)

コ
一

成
立
年
代
」
を
参
照
。

③

『法
華
伝
記
』
(四
八
下
)

「麁
言
軟
語
帰

一
義
」

↓
智
顕

『妙
法
蓮
華
経
文
句
』
(大
正
蔵

一
七

一
八

一
六
下
)

「観
麓
言
軟
語
皆
帰
第

一
義
」

④

「抑
祥
宿
殖
所
資
妙
因
斯
発
。
流
通

一
乗
。
讃
詠
真
文
」



↓
湛
然

『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
(大
正
蔵

一
九

=

一

一
二

六
中
-
下
)、
湛
然

『法
華
文
句
記
』
(大
正
蔵

一
七

一
九

一
五

一
中
)

「
二

成
立
年
代
」
を
参
照
。

⑤

『法
華
伝
記
』
(四
八
下
)

「非
箒
算
能
測
。
妙
利
凝
遡
。
亦
縄
準
所
知
乎
」

↓
彦
珠

『唐
護
法
沙
門
法
琳
別
伝
』

(大
正
蔵
二
〇
五

一

二

一
二
中
)

「非
篶
算
能
測
。
至
理
凝
遡
。
量
縄
準
可
知
官
疋
乃
常
道
無
言
。
」

⑥

『法
華
伝
記
』
(四
八
下
)

「各
略
引
三
五
」

↓
迦
才

『浄
土
論
』
(大
正
蔵

一
九
六
三

八
九
上
)

「此
礼
讃
文
。
第
五
引
聖
教
。
門
中
具
顕
。
此
略
引
三
五
。
初
門
意
也
」

『部
類
増
減
』

…

部
類
が
増
減

し
て
も
、
隠
れ
て
見
聞
で
き
な
い
利
や
明

ら
か
で
見
聞
で
き
る
利
が
失
わ
れ
な
い
例
が
七

つ
あ
り
、
三
身

一
体
を
説
く
法
華

経
が
そ
の
中
で
最
も
具
足
す
る
経
で
あ
る
と
す
る
。
普
賢
観
で
は
釈
迦
を
毘
盧
遮

那
遍

一
切
庭
と
名
付
け
、

四
波
羅
蜜

(%)を
建
立
す
る
と
こ
ろ
と
す
る
。
「
如
是
」

に
始
ま
り

「而
去
」
で
終
わ
る
法
華
経

の

一
字

一
句

で
法
界
で
な
い
も
の
は
な
く
、

仏
で
な
い
も
の
は
な
い
。
上
は
舎
那
の
功
徳
か
ら
下
は
阿
鼻
の
依
正
に
至
る
ま
で
、

不
即
不
離
で
あ
り
、
体
具
は
微
妙
不
可
思
議
で
あ
る
。
法
華
経
の
偈
の
数
は
多
く
、

無
尽
の
總
持

(陀
羅
尼
)
の
力
は
書

き
表
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
法
華
経
は
十
方

三
世
の
諸
仏
の
智
慧
を
歎
じ
、
大
事
因
縁
を
説
い
て
、
三
乗
の
人
を
化
し
、

一
乗

に
開
悟
さ
せ
る
。
長
安

に
伝
わ
る
法
華
経

に
は
、
正
無
畏

(五
千
偶
)
、
竺
法
護

(
二
万
六
千
五
百
偶
)、
鳩
摩
羅
什

(
三
万
六
千
偶
)
、
闇
那
堀
多

(四
万
六
千
二

百
偶
)

の
も
の
が
あ
り
、
偶
の
数
は
増
減
が
あ
る
と
す
る
。
「部
類
増
減
」
の
引

用
関
係
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

『法
華
伝
記
』
(四
九
上
)

「略
為
七
例
。

一
者

一
会
之
経
法
用
為

一
部
。
如
十
地
等
。
二
者
多
会
共
為

一
部
。
如
華
厳
等
。
三
者
経
之
初
分
用
為

一
部
。
如
六
巻
泥
疸
等
。
四
者
具
足

二
分
為

一
部
。
如
大
浬
葉
等
。
五
者
略
本
以
為

一
部
。
如
小
品
経
等
。
六
者
広

本
以
為

一
部
。
如
大
品
等
。
七
者

一
品
為

一
部
。
如
観
世
音
纏
。
今
此
法
華
。

於
中
是
具
足
本
。
若
依
梵
本
。
文
応
是
略
説
。」

↓
吉
蔵

『法
華
義
疏
』
(大
正
蔵

一
七
二

一

四
五

一
上
)

「略
為
七
例
。

一
者

一
会
之
経
用
為

一
部
如
十
地
等
纏
。
二
者
多
会
共
為

一
部

如
華
厳
之
類
。
三
者
経
之
初
分
用
為

一
部
如
六
巻
泥
疸
経
。
四
者
具
足
二
分
以

為

一
部
如
大
般
浬
葉
。
五
者
略
本
以
為

一
部
如
小
品
経
等
。
六
者
広
本
以
為

一

部
如
大
品
之
流
。
七
者

一
品
以
為

一
部
如
観
世
音
之
例
。
今
此
法
華
於
七
種
中

是
旦
ハ足
本
。
若
依
梵
文
応
是
略
説
有
六
千
偶
也
。」

②

『法
華
伝
記
』
(四
九
上
)

「並
日賢
観
云
。
釈
迦
牟
尼
仏
。
名
毘
盧
遮
那
遍

一
切
庭
。
其
仏
佛
住
虜
名
常
寂

凋
。
」

↓
吉
蔵

『法
華
義
疏
』
(大
正
蔵

一
七
二

一

六
〇
九
下
)

「並
日賢
観
云
。
釈
迦
牟
尼
名
毘
盧
遮
那
遍

一
切
庭
。
其
仏
住
庭
名
常
寂
光
。」

③

『法
華
伝
記
』
(四
九
中
)

「説
藪
迦
羅
頻
婆
羅
阿
悶
婆
等
偶
。」

↓
鳩
摩
羅
什

『妙
法
蓮
華
経
薬
王
菩
薩
本
事
品
』
(大
正
蔵
二
六
二

五

一
上
)



「頸
迦
羅
。
頻
婆
羅
。
阿
悶
婆
等
偶
。
」

④

『法
華
伝
記
』
(四
九
中
)

「
以
須
弥
山
聚
筆
。
大
海
水
墨
書
。

一
一
品

一
一
句
偶
。
不
可
窮
尽
。
」

↓
法
蔵

『華
厳
経
伝
記
』
(大
正
蔵
二
〇
七
三

一
五
三
上
)

「
以
須
弥
山
聚
筆
大
海
水
墨
。
書

一
一
品
。
不
可
窮
尽
。
」

⑤

『法
華
伝
記
』
(四
九
中
)

「窮
前
後
際
。
無
有
休
息
。
唯
是
無
尽
絡
持
力
所
持
。
非
是
翰
墨
之
所
能
記
。
」

↓
法
蔵

『華
厳
経
伝
記
』
(大
正
蔵
二
〇
七
三

一
五
三
上
)

「窮
前
後
際

一
切
劫
海
。
及

一
一
念
具
無
辺
劫
。
常
説
普
説
無
有
休
息
。
唯
是

無
尽
陀
羅
尼
力
所
持
。
非
是
翰
墨
之
所
能
記
。
」

⑥

『法
華
伝
記
』
(四
九
中
)

「
又
如
真
諦
三
蔵
云
。
西
域
伝
記
説
。
龍
樹
菩
薩
蓬
海
。
龍
宮
見
此
法
華
平
等

摩
詞
術
経
。
有
大
千
界
微
塵
偶
四
天
下
塵
数
品
。
」

↓
法
蔵

『華
厳
経
伝
記
』
(大
正
蔵
二
〇
七
三

一
五
三
上
)

「如
真
諦
三
蔵
云
。
西
域
伝
記
説
。
龍
樹
菩
薩
往
龍
宮
。
見
此
華
厳
大
不
思
議

解
脱
経
。
有
三
本
。
上
本
有
十
三
千
大
千
世
界
微
塵
数
偶
四
天
下
微
塵
数
品
。
」

⑦

『法
華
伝
記
』
(四
九
中
)

「広
略
在
器
。
部
類
増
減
。
本
法
大
義
無
麟
　
」

↓
法
蔵

『華
厳
経
伝
記
』
(大
正
蔵
二
〇
七
三

一
五
三
中
)

「広
略
在
器
。
本
法
無
麟
」

『隠
顕
時
異
』

…

「隠
顕
」
と
は

「隠
れ
た
り
現
れ
た
り
。
裏
面
と
表
面
。

裏

に
隠

れ

た

も

の

と
、

表

に
現

れ

た

も

の
」
(暫
)を

い
う

。

三

種

類

の
阿

難

が

い

て
、

彼
が
高
座
に
上

っ
た
と
き
、
衆
生
に
は
三

つ
の
疑
い
が
あ

っ
た
が
、
経
の
初
め
に

「我
聞
」
と
付
け
る
こ
と
で
こ
の
疑

い
を
取
り
除
い
た
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
の

後
、
誤

っ
た
教
え
が
蔓
延
し
て
、
正
し
い
教
え
が
隠
没
し
て
い
っ
た
。
そ
ん
な
中
、

龍
樹
は
雪
山
中
の
宝
塔
に
あ

っ
た
法
華
経
を
披
閲
し
、
龍
王
の
宮
で
華
厳
不
可
思

議
解
脱
経
の
上
本
、
中
本
及
び
下
本
を
案
内
さ
れ
、
下
本
の
み
閻
浮
提
に
あ
る
こ

と
を
告
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
干
聞
国
や
厨
賓
国
に
あ
る
法
華
経
の
話
も
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
「隠
顕
時
異
」

の
引
用
関
係
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

『法
華
伝
記
』
(四
九
下
)

「若
依
文
殊
師
利
般
浬
葉
経
。
仏
滅
度
後
四
百
五
十
年
。
文
殊
師
利
猶
在
世

間
。
依
智
度
論
云
。
諸
大
乗
経
。
是
文
殊
結
集
。」
、
「仏
去
世
後
。
賢
聖
随
隠
。

如
大
象
去
子
随
去
。
九
十
五
道
紛
乱
起
。
十
八
異
師
専
崇
小
典
。
摩
詞
術
経
多

分
隠
没
。
」

↓
法
蔵

『華
厳
経
伝
記
』
(大
正
蔵
二
〇
七
三

一
五
三
中
)

「依
文
殊
般
浬
葉
経
。
仏
去
世
後
。
四
百
五
十
年
。
文
殊
師
利
猶
在
世
間
。

依
智
度
論
。
諸
大
乗
経
。
多
是
文
殊
師
利
之
所
結
集
。
此
経
則
是
文
殊
所
結
。

仏
初
去
後
賢
聖
随
隠
。
異
道
競
興
。
乏
大
乗
器
摂
此
経
。」

②

『法
華
伝
記
』
(四
九
下
)

「若
依
集
法
伝
。
有
三
種
阿
難
。
阿
難
此
云
歓
喜
。
持
声
聞
蔵
。
阿
難
践
陀

此
云
歓
喜
賢
。
持
独
覚
蔵
。
阿
難
迦
羅
此
云
歓
喜
海
。
阿
難
昇
高
衆
生
三
疑
。

一
疑
仏
大
悲
従
浬
葉
起
既
説
妙
法
。
二
疑
更
有
仏
他
方
来
住
此
説
法
。
三
疑
彼

阿
難
転
身
成
仏
為
衆
説
法
。
今
顕
如
是
所
説
之
法
。
我
昔
侍
仏
。
二
十
五
年
親

所
曽
聞
。
非
仏
既
起
他
方
仏
至
転
身
成
仏
。
為
除
此
疑
故
。
諸
経
初
皆
言

我



聞
。
真
諦
三
蔵
云
。
微
細
律
明
。
阿
難
昇
高
集
法
蔵
時
。
身
如
諸
仏
。
具
諸
相

好
。
下
座
之
時
。
還
復
本
形
。
」

↓
窺
基

『妙
法
蓮
華
経
玄
讃
』
(大
正
蔵

一
七
二
三
)

「集
法
伝
云
。
有
三
阿
難
。

一
阿
難
陀
云
慶
喜
。
持
声
聞
蔵
。
二
阿
難
践
陀

云
喜
賢
。
持
独
覚
蔵
。
三
阿
難
伽
羅

云
喜
海
。
」
(六
六
三
中
)

「衆
生
三
疑
。

一
疑
仏
大
悲
従
浬
般
木起
更
説
妙
法
。
二
疑
更
有
仏
従
他
方
来

住
此
説
法
。
三
疑
彼
阿
難
転
身
成
仏
為
衆
説
法
。
今
顕
如
是
所
説
之
法
我
昔
侍

仏
親
所
曽
聞
。
非
仏
更
起
・他
方
仏
至
・転
身
成
仏
。
為
除
此
疑
故
経
初
言
如
是

我
聞
」
(六
六
二
下

六
六
三
上
)

「真
諦
三
蔵
云
。
微
細
律
明
。
阿
難
昇
座
集
法
蔵
時
。
身
如
諸
仏
具
諸
相
好
。

下
座
之
時
還
復
本
形
。
」
(六
六
二
下
)

③

『法
華
伝
記
』
(四
九
下
-
五
〇
上
)

「有

一
梵
士
種
。
洞
達
四
章
陀
五
明
大
義
十
八
異
経
。
名
馳
五
天
独
歩
諸
国
。

名
日
龍
樹
。
捨
邪
帰
正
。
九
十
日
中
議
諦
三
蔵
既
求
深
法
無
有
得
庭
。
遂
入
雪

山
塔
中
。
比
丘
以
此
経
梵
本
授
與
龍
樹
。
受
諦
愛
楽
。
頗
知
実
義
。
周
遊
諸
国

広
求
鯨
経
。
於
閻
浮
提
遍
求
。
不
能
具
得
。
独
在
静
室
。
水
精
房
中
思
惟
此
事
。

大
海
龍
王
見
而
慰
之
。
接
八
大
海
。
於
宮
殿
中
発
七
宝
函
。
以
華
厳
法
華
諸
摩

詞
術
雲
経
太
雲
華
手
般
舟
諸
方
等
深
奥
経
無
量
妙
法
授
之
。
龍
樹
受
調
九
十
日
。

其
心
深
入
体
得
実
利
。
龍
王
知
其
心
問
日
。
読
経
未
不
。
答
日
。
汝
諸
函
中
経

多
無
量
。
経
劫
不
可
尽
。
我
所
読
去
。
已
十
倍
閻
浮
提
経
。
龍
王
言
。
如
我
宮

中
所
有
経
典
。
諸
慮
此
比
不
可
数
知
。
」

↓
鳩
摩
羅
什

『龍
樹
菩
薩
伝
』
(大
正
蔵
二
〇
四
七
)

「九
十
日
中
諦
三
蔵
尽
。
更
求
異
経
都
無
得
庭
。
遂
入
雪
山
山
中
有
塔
。
塔

中
有

一
老
比
丘
。
以
摩
詞
術
経
典
與
之
。
諦
受
愛
楽
難
知
実
義
未
得
通
利
。
周

遊
諸
国
更
求
鯨
経
。
於
閻
浮
提
中
遍
求
不
得
。
外
道
論
師
沙
門
義
宗
威
皆
催
伏
。」

(
一
八
四
中
)

「独
在
静
庭
水
精
房
中
。
大
龍
菩
薩
見
其
如
是
惜
而
慰
之
。
即
接
之
入
海
。

於
宮
殿
中
開
七
宝
蔵
。
発
七
宝
華
函
。
以
諸
方
等
深
奥
経
典
無
量
妙
法
授
之
。

龍
樹
受
読
九
十
日
中
通
解
甚
多
。
其
心
深
入
体
得
宝
利
。
龍
知
其
心
而
問
之
日
。

看
経
遍
未
。
答
言
。
汝
諸
函
中
経
多
無
量
不
可
尽
也
。
我
可
読
者
已
十
倍
閻
浮

提
。
龍
言
。
如
我
宮
中
所
有
経
典
。
諸
庭
此
比
復
不
可
数
。」

(
一
八
四
下
)

④

『法
華
伝
記
』
(五
〇
上
)

「上
本
有
十
三
世
界
微
塵
数
頗
四
天
下
微
塵
数
品
。
中
本
有
四
十
九
万
八
千

八
百
偶

一
千
二
百
品
。
下
本
有
十
万
頗
三
十
品
。」

↓
法
蔵

『華
厳
経
伝
記
』
(大
正
蔵
二
〇
七
三

一
五
三
中
)

「有
三
本
。
上
本
有
十
三
千
大
千
世
界
微
塵
数
偶
四
天
下
微
塵
数
品
。
中
本
有

四
十
九
万
八
千
八
百
偶

一
千
二
百
品
。
下
本
有
十
万
偶
四
十
八
品
。」

⑤

『法
華
伝
記
』
(五
〇
上
-
中
)

「龍
樹
既
得

一
箱
。
深
入
無
生
。
龍
樹
逆
出
於
南
天
竺
。
大
弘
仏
教
。
擢
伏
外

道
。
広
摩
詞
術
。
作
三
部
大
論
千
部
別
論
。」

↓
鳩
摩
羅
什

『龍
樹
菩
薩
伝
』
(大
正
蔵
二
〇
四
七

一
八
四
中
～
下
)

「龍
樹
既
得
諸
経

一
相
深
入
無
生
二
忍
具
足
。
龍
還
送
出
於
南
天
竺
。
大
弘
仏

法
催
伏
外
道
。
広
明
摩
詞
術
作
優
波
提
舎
十
万
偶
。」

⑥

『法
華
伝
記
』
(五
〇
中
)



「昔
干
聞
王
宮
有
法
華
梵
本
。
六
千
五
百
偶
。
東
南
二
千
鯨
里
。
有
國
名
遮

[牛
扁
+
句
]葉
国
。
彼
王
累
世
敬
重
大
乗
。
諸
国
名
僧
入
其
境
者
。
皆
試
其
解
。

若
小
乗
学
則
遣
不
留
。
大
乗
人
請
綺
供
養
。
王
宮
亦
有
華
厳
大
集
摩
詞
般
若
法

華
大
浬
葉
等
五
部
大
経
。
並
十
万
偶
。
王
躬
受
持
。
親
執
戸
箭
。
転
読
則
開
。

香
華
供
養
。
又
東
南
二
十
飴
里
。
有
山
甚
瞼
難
。
峰
上
有
石
窟
。
口
狡
内
寛
。

其
内
華
厳
大
集
方
等
宝
積
榜
伽
方
広
舎
利
弗
陀
羅
尼
華
聚
陀
羅
尼
都
薩
羅
摩
詞

般
若
大
雲
法
華
。
凡

一
十
二
部
。
皆
十
万
偶
。
国
法
相
伝
防
護
守
掌
。
」

↓
法
蔵

『華
厳
経
伝
記
』
(大
正
蔵
二
〇
七
三

一
五
三
中

下
)

「昔
干
聞
東
南
二
千
飴
里
。
有
遮
拘
葉
国
。
彼
王
歴
葉
敬
重
大
乗
。
諸
国
名

僧
入
其
境
者
。
拉
皆
試
練
。
若
小
乗
学
則
遣
不
留
。
摩
詞
術
人
請
停
供
養
。
王

宮
内
自
有
華
厳
摩
詞
般
若
大
集
等
経
。
蚊
十
万
偶
。
王
躬
受
持
。
親
執
戸
箭
。

転
読
則
開
。
香
華
供
養
。
又
於
道
場
内
。
種
種
荘
厳
。
衆
宝
備
具
。
井
懸
諸
雑

幡
。
時
非
時
果
。
誘
諸
小
王
令
入
礼
拝
。
又
此
国
東
南
。
可
二
十
鯨
里
有
山
甚

瞼
。
其
内
置
華
厳
・大
集
・方
等
・宝
積
・楞
伽
・方
広
・舎
利
弗
陀
羅
尼
・華
聚
陀

羅
尼
・都
薩
羅
藏
・摩
詞
般
若
大
雲
等
。
凡

一
十
二
部
。
皆
十
万
偶
。
国
法
相
伝
。

防
護
守
掌
。
」

⑦

『法
華
伝
記
』
(五
〇
中
)

「當
知
依
機
有
生
熟
。
隠
顕
時
異
。
若
依
法
住
記
。
仏
薄
伽
梵
般
浬
般
木時
。

以
無
上
法
。
付
嘱
十
六
大
阿
羅
漢
井
谷
属
。
並
令
其
護
持
。
使
不
滅
没
。
十
六

阿
羅
漢
。
護
持
正
法
饒
益
有
情
。
此
州
人
寿
極
長
至
於
十
歳
。
仏
法
暫
滅
没
。

後
人
寿
漸
増
至
四
万
歳
位
。
阿
羅
漢
倶
来
人
中
。
顕
説
正
法
。
乃
至
六
万
歳
時
。

無
上
正
法
流
行
世
間
。
熾
盛
無
息
。
至
七
万
歳
時
。
無
上
正
法
方
永
滅
没
。
」

↓
道
世

『法
苑
珠
林
』
(大
正
蔵
二

一
二
二
)

「汝
粗
更
宣
説
。
仏
薄
伽
梵
般
浬
葉
時
。
以
無
上
法
付
嘱
十
六
大
阿
羅
漢
井

諸
春
属
。
令
其
護
持
使
不
滅
没
及
勅
其
身
與
諸
施
主
作
真
福
田
。」
(五

一
一
下
-

五

=

一上
)

「如
是
十
六
大
阿
羅
漢
。
護
持
正
法
饒
益
有
情
。
至
此
南
謄
部
洲
人
寿
極
長
。

至
於
十
歳
刀
兵
劫
起
互
相
謙
鐵
。」

(五

一
二
中
)

「如
是
乃
至
此
洲
人
寿
六
万
歳
時
。
無
上
正
法
流
行
世
間
熾
然
無
息
。
後
至

人
寿
七
万
歳
時
。
無
上
正
法
方
未
滅
没
。」

(五

一
二
中
)

な
お
、
『法
苑
珠
林
』
に
は
出
典
と
し
て
玄
　
著

『
大
阿
羅
漢
難
提
蜜
多
羅
所

説
法
住
記
』
(大
正
蔵
二
〇
三
〇
)
と
書
か
れ
て
い
る
。
確
か
に

『大
阿
羅
漢
難

提
蜜
多
羅
所
説
法
住
記
』

に
は

『法
苑
珠
林
』
と
同
様
の
文
章
が
あ
る
が
、
『法

華
伝
記
』
と

『法
苑
珠
林
』
で

「寿
極
長
至
於
十
歳
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
、
『大

阿
羅
漢
難
提
蜜
多
羅
所
説
法
住
記
』
で
は

「
寿
極
短
至
於
十
歳
」

(
一
三
中
)
と

し
て
い
る
た
め
、
『
法
華
伝
記
』
は

『法
苑
珠
林
』
を
参
考
に
文
章
を
作
成
し
た

と
判
断
し
た
。

『
伝
訳
年
代
』

…

前
半
は
、
六
種
の
法
華
経
、
す
な
わ
ち
沙
門
道
馨
訳

『
法
華
三
昧
経
』
六
巻
、
曇
摩
羅
蜜

(竺
法
護
)
訳

『
薩
芸
芽
陀
梨
法
華
経
』
六

巻
、
竺
法
護
訳

『正
法
華
経
』
十
巻
、
沙
門
支
道
林
訳

『方
等
法
華
経
』
六
巻
、

鳩
摩
羅
什
訳

『妙
法
華
経
』
七
又
は
八
巻
、
沙
門
笈
多
堀
多
訳

『添
品
法
華
経
』

七
巻
に
つ
い
て
記
述
す
る
。
後
半

(五

一
上
以
降
)
は
鳩
摩
羅
什
の
伝
記
で
あ
り
、

こ
れ
を

「僧
伝
及
別
伝
経
録
等
」
に
よ

っ
て
書
い
た
と
謳

っ
て
い
る
が
、
大
半
は

『
高
僧
伝
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
「伝
訳
年
代
」
の
引
用
関
係
は
次
の
と
お
り
で



あ
る
。
な
お
、
本
科
後
半
部
分
の
鳩
摩
羅
什
の
伝
記
の
引
用
関
係
に

つ
い
て
は
、

紙
片
の
都
合
上
割
愛
す
る
。

①

『法
華
伝
記
』
(五
〇
中
)

「経
序
云
。
考
験
護
什
二
訳
。
定
非

一
本
。
護
似
多
羅
葉
。
什
似
亀
藪
之
文
。

而
護
所
閾
者
。
普
門
品
偶
。
什
所
閾
者
。
薬
草
喩
品
之
半
。
富
櫻
那
及
法
師
等

二
品
之
初
。
提
婆
達
多
品
。
普
門
品
偶
也
。
什
又
移
嘱
累
。
在
薬
王
之
前
。
二

本
陀
羅
尼
。
並
置
普
門
之
後
。
其
間
異
同
。
言
不
能
極
。
普
曜
寺
沙
門
上
行
所

請
。
遂
共
三
蔵
堀
多
笈
多
二
法
師
。
於
大
興
善
寺
。
重
勘
天
竺
多
羅
葉
本
。
富

櫻
那
及
法
師
等
二
品
之
初
。
勘
本
猶
閾
。
薬
草
喩
品
。
更
益
其
半
。
提
婆
達
多
。

通
入
宝
塔
品
。
陀
羅
尼
神
力
之
後
。
嘱
累
還
結
其
終
。
千
万
億
偶
妙
義
難
尽
。
」

↓
闇
那
堀
多
共
笈
多

『添
品
妙
法
蓮
華
経
序
文
』
(大
正
蔵
二
六
四

=
二
四
下
)

「考
験
二
訳
。
定
非

一
本
。
護
似
多
羅
之
葉
。
什
似
亀
薙
之
文
。
余
捻
経
蔵
。

備
見
二
本
。
多
羅
則
與
正
法
符
会
。
亀
弦
則
共
妙
法
允
同
。
護
葉
尚
有
所
遺
。

什
文
寧
無
其
漏
。
而
護
所
閾
者
。
普
門
品
偶
也
。
什
所
閾
者
。
薬
草
喩
品
之
半
。

富
櫻
那
及
法
師
等
二
品
之
初
。
提
婆
達
多
品
。
普
門
品
偶
也
。
什
又
移
嘱
累
。

在
薬
王
之
前
。
二
本
陀
羅
尼
。
並
置
普
門
之
後
。
其
間
異
同
。
言
不
能
極
。
霧

見
提
婆
達
多
。
及
普
門
品
偶
。
先
賢
続
出
。
補
閾
流
行
。
余
景
仰
遺
風
。
憲
章

成
範
。
大
階
仁
寿
元
年
辛
酉
之
歳
。
因
普
曜
寺
沙
門
上
行
所
請
。
遂
共
三
蔵
堀

多
笈
多
二
法
師
。
於
大
興
善
寺
。
重
勘
天
竺
多
羅
葉
本
。
富
棲
那
及
法
師
等
二

品
之
初
。
勘
本
猶
閾
。
薬
草
喩
品
更
益
其
半
。
提
婆
達
多
通
入
塔
品
。
陀
羅
尼

次
神
力
之
後
。
嘱
累
還
結
其
終
。
字
句
差
殊
。
頗
亦
改
正
。
償
有
披
尋
。
幸
勿

疑
惑
。
錐
千
万
億
偶
妙
義
難
尽
。
」

②

『法
華
伝
記
』
(五

一
上
)

「什
師

一
代
所
翻
之
経
。
至
今
若
新
。
受
持
転
盛
何
耶
。
答
日
。
其
人
聰
明

善
解
大
乗
。
以
下
諸
人
。
並
皆
後
人

一
代
之
宝
也
。
絶
後
光
前
。
仰
之
不
及
。

故
其
訳
経
以
悟
達
為
先
。
得
仏
遺
記
之
高
位
在
三
賢
。」

↓
道
世

『法
苑
珠
林
』
(大
正
蔵
二

一
二
二

三
九
六
上
)

「什
師

一
代
所
翻
之
経
。
人
多
偏
楽
受
持
転
盛
何
耶
。
答
日
。
其
人
聰
明
善
解

大
乗
。
以
下
諸
人
同
時
翻
訳
者
並
。
俊
又

一
代
之
宝
也
。
絶
後
光
前
仰
之
所
不

及
。
故
其
所
訳
以
悟
達
為
先
。
得
仏
遺
寄
之
意
也

又
問
。
俗
中
常
論
。
被
秦

銚
興
抑
破
重
戒
。
云
何
得
仏
意
耶
。
答
日
。
此
非
悠
悠
凡
所
篶
度
。
何
須
評
論
。

什
師
徳
行
位
在
三
賢
。」

『支
派
別
行
』

…

「支
派
」
と
は

「根
源
的
な
も
の
に
対
す
る
末
梢
的
な

も
の
」
(82)、
「別
行
」
は
別
教
の
行
ま
た
は
別
に
単
行
本
に
す
る
こ
と
(鴻)を
意
味
す

る
。
支
派
と
し
て

『無
量
義
経
』
と

『観
普
賢
行
法
経
』
を
挙
げ
、
別
行
と
し
て

法
華
経

「壁
目喩
品
」
の
同
本
と
し
て
魏

・
支
謙
訳

『
三
車
喚
子
経
』

一
巻
、
法
華

経

「並
日門
品
」
の
同
本
と
し
て
西
晋
永
嘉
二
年

(三
〇
八
)
竺
法
護
訳

『光
世
音

経
』

一
巻
ほ
か
計
五

つ
の
観
音
経
を
挙
げ
る
。
ま
た
、
「提
婆
達
多
品
」
も
法
華

経
の
別
行
と
す
る
。
さ
ら
に
、
法
華
経

「序
品
」
及
び

「寿
量
品
」
の
同
本
と
し

て

『法
華
光
瑞
菩
薩
現
瑞
経
』
が
挙
げ
ら
れ
、
曇
摩
羅
繊
の
伝
記
を
短
く
載
せ
、

最
後
に

『法
華
三
昧
経
』、
『薩
曇
分
陀
利
経
』、
『高
王
観
世
音
経
』
に
つ
い
て
触

れ
る
。
「支
派
別
行
」

の
引
用
関
係
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

『法
華
伝
記
』
(五
二
中
)

コ
高
帝
世
建
元
二
年
。
天
竺
沙
門
曇
摩
伽
陀
耶
舎
。
斉
言
法
生
称
。
於
広
州



朝
亭
寺
。
手
自
訳
出
。
伝
受
人
沙
門
慧
表
。
永
明
三
年
。
齎
至
楊
都
。
」

↓
道
宣

『大
唐
内
典
録
』
(大
正
蔵
二

一
四
九

二
六
二
上
)

「高
帝
世
。
建
元
二
年
。
天
竺
沙
門
曇
摩
伽
陀
耶
舎
。
斉
言
法
生
称
。
於
広

州
朝
亭
寺
手
自
訳
出
。
伝
授
人
沙
門
慧
表
。
永
明
三
年
齎
至
揚
都
繕
写
流
布
。
」

②

『法
華
伝
記
』
(五
二
下
)

「薫
斉
永
明
年
。
沙
門
法
献
。
干
聞
国
得
梵
本
来
。
與
宝
意
於
揚
州
瓦
官
寺

訓
。
」

↓
明
栓
等

『大
周
刊
定
衆
経
目
録
』

(大
正
蔵
二

一
五
三

三
八
五
下
)

「右
薫
斉
永
明
年
。
沙
門
法
献
干
聞
国
得
梵
本
来
。
請
法
献
於
楊
州
瓦
官
寺

訓
。
」

③

『法
華
伝
記
』
(五
二
下
)

「目雲
摩
羅
臓
。
此
云
法
豊
。
中
印
人
婆
羅
門
種
。
亦
称
伊
波
勒
菩
薩
。
弘
化

為
志
。
遊
化
葱
嶺
。
来
至
河
西
。
河
西
王
沮
渠
蒙
。
帰
命
正
法
。
兼
有
疾
患
。

以
語
菩
薩
。
即
云
。
観
世
音
此
土
有
縁
。
乃
令
諦
念
。
病
苦
即
除
。
因
是
別
伝

一
品
。
流
通
部
外
也
。
」

↓
智
頻
説

・
灌
頂
記

『観
音
玄
義
』

(大
正
蔵

一
七
二
六

八
九

一
下
)

「
乃
是
目雲
摩
羅
識
法
師
亦
号
伊
波
勒
菩
薩
。
遊
化
葱
嶺
来
至
河
西
。
河
西
王

沮
渠
蒙
遜
帰
命
正
法
。
兼
有
疾
患

以
告
法
師
。
師
云
。
観
世
音
與
此
土
有
縁
。

乃
令
諦
念
患
苦
即
除
。
因
是
別
伝

一
品
流
通
部
外
也
。
」

『論
釈
不
同
』

…

法
華
経
の
論
及
び
釈
に

つ
い
て
の
真
諦
三
蔵
の
説
が
書

か
れ
て
い
る
。
仏
浬
葉
後
五
百
年
で
龍
樹
が

『法
華
論
』
を
著
し
、
六
百
年
で
堅

意
菩
薩
が

『釈
論
』
を
著
す
が
、
そ
れ
ら
は
中
国
に
は
伝
来
せ
ず
、
浬
般
木後
九
百

年
に
婆
藪
般
木豆
が

『法
華
論
』
著
し
、
勒
那
摩
提
と
菩
提
流
支
が

『法
華
経
論
』

を
著
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
「論
釈
不
同
」

の
引
用
関
係
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

①

『法
華
伝
記
』
(五
三
上
)

「釈
其
大
義
。
中
印
度
沙
門
勒
那
摩
提
。
魏
云
宝
意
。
学
識
優
謄
理
事
。
兼

通
三
蔵
。
凡
調

一
億
偶
。
偶
有
三
十
二
字
。
意
存
遊
化
。
以
宣
武
帝
正
始
五
年

戊
子
。
初
届
洛
邑
。
訳
法
華
論
爲

一
巻
。
侍
中
崔
光
沙
門
僧
朗
等
筆
受
。
当
翻

経
日
。
於
洛
陽
内
殿
。
菩
提
流
支
伝
本
。
勒
那
扇
多
参
明
其
後
。
三
徳
乃
徊
流

言
。
各
伝
師
習
。
不
相
詞
訪
。
帝
以
弘
法
之
盛
。
略
叙
曲
煩
勅
三
庭
。
各
翻
許

乃
参
校
其
間
隠
没
。
互
有
不
同
致
者
。
文
旨
時
兼
異
綴
。
後
人
合
之
。
共
成
涌

部
。
又
北
印
度
沙
門
菩
提
流
支
。
此
云
道
希
。
新
云
覚
愛
。
遍
通
三
蔵
。
妙
入

紹
持
。
志
在
弘
法
。
広
流
視
聴
。
遂
挾
道
香
征
。
遠
在
葱
左
。
以
魏
永
平
之
歳
。

至
止
東
華
。
宣
武
下
勅
。
患
勲
敬
労
。
後
庭
之
永
寧
大
寺
。
供
待
甚
豊
。
七
百

梵
僧
。
並
皆
周
給
。
勅
以
流
支
。
為
訳
経
之
元
匠
也
。」

↓
智
昇

『開
元
釈
教
録
/
附

入
蔵
目
録
』
(大
正
蔵
二

一
五
四
)

コ
一

成
立
年
代
」
を
参
照
。

『諸
師
序
集
』

…

種
々
の
法
華
の
序
文
が
書
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
出
典
と
な

る
の
文
章
を
そ
の
ま
ま
抜
き
書
き
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
「諸
師
序
集
」
の
引

用
関
係
は
以
下
の
と
お
り
。

「法
華
宗
要
序
」

…

『出
三
蔵
記
集
』
(大
正
蔵
二

一
四
五
)
「法
華
宗
要

序
第
八
」
(五
七
上
-
中
)



「法
華
経
後
序
」

…

『出
三
蔵

記
集
』
「法
華
纒
後
序
第
九
」
(五
七
中
-

下
)

「法
華
経
序
」

…

円
智
に
よ
り
削
除
さ
れ
て
い
る

(内
容
は
、
コ

撰

者
」
を
参
照
)

「法
華
翻
経
後
記
」

…

出
典
不
明

「添
品
法
華
序
」

…

『添
品
妙
法
蓮
華
経
』
(大
正
蔵
二
六
四
)
「添
品
妙

法
蓮
華
纏
序
」
(
一
三
四
中

下
)

「無
量
義
経
序
」

…

『出
三
蔵

記
集
』
「無
量
義
経
序
第
二
十
二
」
(六
八

上

下
)

「正
法
華
経
記
」

…

「太
康
七
年
八
月
十
日
。
徽
煙
月
支
菩
薩
」
の
部
分

は

『出
三
蔵
記
集
』
「正
法
華
経
記
第
六
」
(五
六
下
)
を
引
用
し
て
い
る
が
、

そ
れ
以
外
の
大
部
分
は

「
毘
摩
羅
詰
堤
経
義
疏
序
第
十
四
」

(五
九
上
)
を

抜
書
き
し
て
い
る
。

『講
解
感
応
』

…

「講
解
」
、
す
な
わ
ち
、
説
明
し
解
釈
す
る
こ
と
に
よ

り
仏
菩
薩
が
そ
れ
に
応
え
る
と
い
う
内
容
の
題
名
で
あ
る
。
七
之

一
と
七
之
二
の

二
章
、
全
十
九
話

で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
主
人
公
は
全

て
僧
で
あ
る
。
な
お
、

『華
厳
経
伝
記
』
で
は
上
下
二
章
の
構
成
、
『弘
賛
法
華
伝
』
で
は

一
章
の
構
成
で

あ
る
。『調

調
勝
利
』

…

「調
調
」

と
は
、
「
経
典
を
暗
諦
す
る
こ
と
。
経
文
を

唱

え

る

こ

と

。

節

を

つ
け

て
暗

調

す

る

こ

と

。

節

を

つ
け

て
経

文

を

読

む

こ

と
」
(3・
)で

あ

る
。

調

諦

す

る

こ
と

で
得

ら

れ

る
勝

れ

た

利

益

と

い

う

内

容

の
題

名

で

あ

る

。

『
法

華

伝

記

』

は

調

諦

勝

利

に
多

く

の
紙

数

を

割

い

て
お

り

、

八

之

一

か
ら
八
之
四
ま
で
の
四
章
、
全
九
三
話
を
掲
載
す
る
。
八
之

一
と
八
之
二
は
僧
を

主
人
公
と
す
る
が
、
八
之
三
と
八
之
四
は
僧
の
他
に
尼
や
優
婆
塞

・
優
婆
夷
の
話

も
含
ま
れ
る
。
な
お
、
調
諦
に

つ
い
て
は
、
『
華
厳
経
伝
記
』
は

一
章
、
『弘
賛
法

華
伝
』
は

「調
持
」
で
三
章
を
構
成
し
て
い
る
。

『転
読
滅
罪
』

…

「転
読
」
と
は
、

一
つ
の
経
典
全
体
を
通
読
す
る
こ
と

「真
読
」
に
対
し
、
単
に
経
題
や
経
の
初

・
中

・
終
の
数
行
を
略
読
す
る
こ
と
を

い
う
(13)。
転
読
す
る
こ
と
で
滅
罪
に
繋
が
る
と
い
う
題
名
で
あ
り
、
全
十
六
話
を

掲
載
し
、
そ
の
殆
ど
が
僧
尼
以
外
の
信
者
層
を
主
人
公
と
す
る
。
転
読
に
つ
い
て

は
、
『華
厳
経
伝
記
』
と

『
弘
賛
法
華
伝
』
に
も
そ
れ
ぞ
れ

一
章
ず

つ
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

『書
写
救
苦
』

…

「書
写
」
と
は
、
経
典
を
書
き
写
す
こ
と
で
あ
り
、
書

写
す
る
こ
と
で
苦
か
ら
救
わ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
題
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。
全

三
四
話
掲
載
さ
れ
、
主
人
公
は
大
半
が
優
婆
塞
等
の
信
者
層
で
あ
る
。
書
写
も

『
華
厳
経
伝
記
』
と

『
弘
賛
法
華
伝
』
そ
れ
ぞ
れ

一
章
ず

つ
あ
る
。

『聴
聞
利
益
』

…

「聴
聞
」
と
は
、
経
典
が
読
ま
れ
る
の
を
聞
く
こ
と
で

あ
り
、
聴
聞
す
る
こ
と
で
利
益
が
得
ら
れ
る
旨
の
題
名
で
あ
る
。
聞
く
だ
け
な
の

で
獣
等
の
異
類
で
も
恩
恵

に
預
か
る
こ
と
が
で
き
、
『
法
華
伝
記
』

の
中
で
最
も

特
徴
的
な
科
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
反
映
し
て
、
全
二
二
話
中
九
話
が
異
類
諦
で

占
め
ら
れ
て
い
る
。

『依
正
供
養
』

…

「依
正
」
(え
し
ょ
う
)
と
は
、
依
報
と
正
報

の
略

で
、

正
報
は
主
体
た
る
身
で
あ
り
、
依
報
は
そ
の
身
の
拠
り
所
と
な
る
環
境
の
こ
と
で

あ
る
(23)。
依
報
と
正
報
に
よ
り
供
養
す
る
と
い
う
題
名
で
あ
り
、
全
十
七
話
掲
載



さ
れ
て
い
て
、
内
容
は
ほ
と
ん
ど
が
焼
身
往
生
讃
で
あ
る
。

『後
序
』

…

『法
華
伝
記
』
に
は
、
最
終
巻
に
後
序
が
付
せ
ら
れ
て
お
り
、

左
の
よ
う
な
長
行
と
偶
頒
で
構
成
さ
れ
る
。

「上
来
已
依
西
域
伝
記
。
此
土
賢
聖
見
聞
撰
集
。
梗
概
而
記
。
其
中
或
有
相
伝

無
文
。
或
見
親
聞
自
新
録
之
。
錐
恐
本
記
虚
実
。
意
在
勧
後
信
　

已
依
旧
記
及
口
伝

現
見
親
聞
略
撰
集

麓
言
細
語
帰
中
道

見
聞
倶
証
無
生
忍
」
(九
六
下

九
七
上
)

長
行
の

「
已
依
西
域
伝
記
。
此
土
賢
聖
見
聞
撰
集
」
と
偈
頌
の

「
已
依
旧
記
及

口
伝
」
は

「已
依
」
と
い
う
共
通

の
単
語
で
括
ら
れ
た
同
じ
表
現
で
あ
り
、
「西

域
伝
記
」
を
偶
で
は

「
旧
記
」
と
表
現
し
、
「此
土
賢
聖
見
聞
」
を

「
口
伝
」
と

表
現
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
内
容
は
、
『法
華
伝
記
』
を

「西
域
伝
記

(旧

記
)」
と

「此
土
賢
聖
見
聞

(
口
伝
)」

に
よ

っ
て
撰
集
し
た
旨
が
書
か
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
言
う

『西
域
伝
記
』
と
は
ど
の
よ
う
な
書
で
あ
る
か
不
明
だ
が
、
開
皇
十

四
年

(五
九
四
)

に
成
立
し
た

『衆
経
目
録
』
(大
正
蔵
一
二

四
六
)
中
に

「西

域
聖
賢
伝
記

一

合

一
十
三
部
三
十
巻
」

(
一
四
六
上
)
と
あ
る
。
も
し
か
す
る

と

『
西
域
伝
記
』
は

『
西
域
聖
賢
伝

記
』
を
指
す
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
『西
域

聖
賢
伝
記
』
が
現
存
し
て
い
な
い
た
め
、
容
易
に
は
判
断

で
き
な
い
。
『
西
域
伝

記
』
は

『法
華
伝
記
』
中
に
数
回
登
場

し
(認)、
唐
僧
祥
公
の
手
元
に
そ
れ
が
あ

っ

た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

お

わ

り

に

『法
華
伝
記
』
は
、
そ
の
重
要
性
が
認
知
さ
れ
な
が
ら
、
不
明
な
点
が
多
い
書

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
特
に

『法
華
伝
記
』
の
撰
者
、
成
立
年
代
、
内
容

と
引
用
関
係
に

つ
い
て
論
じ
て
き
た
。

『法
華
伝
記
』
の
撰
者
に

つ
い
て
、
現
在
通
用
し
て
い
る

「僧
詳
」
と
い
う
名

は

『
法
華
伝
記
』

の
本
文
の
記
載
を
見
る
と
妥
当
で
は
な
く
、
ま
た
、
『
法
華
伝

記
』
と
密
接
な
関
係
に
あ
る

『弘
賛
法
華
伝
』
の
撰
者
慧
祥
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
『法
華
伝
記
』
が
引
用
す
る
文
献
が

『弘
賛
法
華
伝
』
よ
り
も

『高
僧
伝
』

や

『続
高
僧
伝
』
か
ら
の
引
用
の
方
が
多
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
『
弘
賛
法
華
伝
』

の
撰
者
慧
祥
と
は
別
人
で
あ
る
と
を
述
べ
た
。
そ
し
て
、
本
稿
で
は

『法
華
伝
記
』

の
撰
者
を
本
文
の
記
述
に
従

っ
て
唐
代
の
僧
で
あ
る

「某
祥
」
の
後
ろ
の

一
字
を

と

っ
た

「祥
」
と
い
う
の
が
妥
当
で
あ
る
と
結
論
付
け
た
。

成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
「序
」
及
び

「論
釈
不
同
」
に
書
か
れ
て
い
る
文
章

の
引
用
関
係
を
根
拠
に
論
じ
、
有
力
説
の
天
宝
末
年

(七
四
二
-
七
五
六
)
で
は

な
く
、
智
昇
著

『開
元
釈
教
録
』
と
の
関
係
か
ら
開
元
十
八
年

(七
三
〇
)
以
後

の
成
立
で
あ
り
、
湛
然
著

『止
観
輔
行
伝
弘
決
』
と
同

『法
華
文
句
記
』
か
ら
の

引
用
も
認
め
ら
れ
る
た
め
、
『法
華
伝
記
』
の
成
立
年
代
は

『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』

が
成
立
し
た
永
泰
元
年

(七
六
五
)、
ま
た
は

『法
華
文
句
記
』
が
成
立
し
た
大

暦
九
年

(七
七
四
)
ま
で
下
る
可
能
性
を
示
し
た
。

第
三
章

で
は
各
科
の
内
容

の
概
略
を
示
し
、
「序
」
か
ら

「論
釈
不
同
」
ま
で

は
引
用
関
係
を
提
示
し
た
。
現
在
、
「講
解
感
応
」
以
降
の
話

の
出
典

に
つ
い
て



研

究

を
進

め

て

い

る

と

こ

ろ

で

あ

る

が
、

割

注

に

よ

る
出

典

の
記

載

が

な

い
も

の

で

あ

っ
て

も
、

ど

こ

か

に
出

典

と

な

る
話

が
存

在

し

て

い

る

ケ

ー

ス
が
多

い
。

一

方

で
出

典

が
全

く
存

在

し

な

い
話

も

い

く

つ
か
確

認

で

き

て

お

り
、

出

典

不

存

在

の
話

の
主

人

公

が

い

つ
の
時

代

の
人

物

な

の

か
を

検

討

す

る

こ

と

に

よ

り
、

成

立

年

代

が

も

っ
と
新

し

く

な

る
可

能

性

も

あ

る

の

で

は

な

い

か

と
考

え

て

い

る
。

そ

の
検

討

結

果

に

つ
い

て

は
、

別

稿

で
論

じ

た

い

と
思

う
。

《
註
》

1
、
鎌

田
茂
雄

『
中
国
仏
教
史
辞
典
」

(東
京
堂
出
版
、

一
九
八

一
年
)
。

2
、
註

(
1
)

に
同

じ
。

3
、
『
大
蔵
経
全
解
説
辞
典
」

(雄
山
閣
、
平
成
十
年
)
。

4
、
渋

谷
亮
泰

『
昭
和
現
存

天
台
書
籍

綜
合
目
録

下

増
補
版
」

(法

蔵
館
、

一
九
七

八
年
)
。

5
、

真
福
寺
本

『
法
華
伝
記

』

は
、
書
名

を

『
法
花

経
伝
」

と
い

い
、
重
要
文

化
財

に
指

定

(指

定
番
号
〇

二

一
二
八
1
0
七

一
九
六
四
年

一
月

二
八

日
指

定
)

さ
れ

て
い
る
。

6
、
拙
稿

「
『
法
華
験
記
』
と

『
法
華
伝
記
」
と

の
関
連
性

を
め
ぐ

っ
て

巻
末
偶
頗
を
め

ぐ

っ
て

」

(投
稿
中
)

7
、

羽
渓
了
諦

「
『
法
華
伝
」

の
著
者

に
就

い
て
」

(
『
六
條
学
報

』

一
三
六
、

一
九

一
三

年
)
。

8
、
小
笠
原
宣
秀

「
藍
谷
沙
門
慧
詳

に
就

い
て
」
(
『
龍
谷
学
報
』
三

一
五
、

一
九
三
六
年
)
。

9
、
伊
吹

敦

「
唐
僧
慧
祥

に
就

い
て
」

(
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学

研
究

科
紀
要
別
冊
」

一
四
、

一
九
八
八
)

10
、
註

(
1
)

の
撰
者
名

の
ほ
か
に

『中

国
仏
教
史
研
究
」

(岩
波
書

店
、

一
九
七
九
年
)

で
も
僧
詳
撰
と
す

る
。

11
、
践
文

に
は

「慶
長
庚
子
載
季
春
望

日
」
と

あ
る
。

12
、

本
文
中

の

「
祥
」

の
使

用
は
、

「抑

祥
宿
殖
所
資
妙

因
斯
登
」

(
四
八
下
)
、

「
宜
祥
盛

降
歴
代
弥
新
」

(五

一
上
)
、
「
祥
親
所
見
聞
也
」

(七
五
下
)

で
あ
る
。

13
、
註

(
8
)

に
同

じ
。

14
、
註

(
7
)

に
同

じ
。

15
、
註

(
8
)

に
同

じ
。

16
、
註

(
9
)

に
同
じ
。

17
、

調
諦
勝
利

で
は
九
三
人
中

二
四
人
が

『
弘
賛
法
華
伝

」

に
も
掲
載

さ
れ

て
い
る
。
特

に
調
諦
勝
利
八
之

二

は
三
十
人

中
十
五
人

が
共
通

し
て
い

て
、

さ
ら

に
登
場

す
る
順
番

も

『
弘
賛
法
華
伝
」
と
同
様

で
あ

る
。

18
、

「
体
旦
ハ」

は

「
性
旦
ハ
・
理
具
」

と
も
言

い
、

「天

台
宗

の
教
義

で
、

い
か
な
る
有
情

で

も
、

そ
れ

の
本

覚

の
性

に
十

界
三
千

の
善

悪

の
あ

り
方

が
旦
ハわ

っ
て
い
る

こ
と
。

生
き

と

し
生

け

る
も

の
が
菩
薩
界

以
下
九
法
界

の
善
悪

三
千

お
諸
法
を
具

え

て
い
る

こ
と
」

(註

(
27
)

に
同

じ
)

と

い
う
意
味

で
あ

る
。

ま
た
、
『
現
代
語

訳

法
華

辞
典
」

(註

(
32
)

に
同
じ
)

で
は

コ

念

三
千

の
教

学
上

重
要
な
語
。

三
千

の
諸
法

即
ち
万
有

は
、

我
等
本

来

の
心
性

に
具
し

て
居

る
ば
か

り
で
な
く
、

凡

て
の
物
質

に
も
、
理
性

と
し

て

先
天
的

に
旦
ハわ

っ
て
い
る
と

い
う

こ
と
」

と
し

て
お
り
、
天
台
教

学
上
非
常

に
重
要
な

用
語

で
あ

る
こ
と
が

わ
か

る
。

19
、
註

(
7
)

に
同
じ
。

20
、
註

(
3
)

に
同
じ
。

21
、

池
麗
梅

『
唐
代
天
台
仏

教
復
興
運
動

研
究
序
説
-

荊
渓
湛
然

と
そ

の

『
止
観

輔
行
伝

弘
決
」
」

(大
蔵
出
版
、

二
〇
〇
八
年
)
。

22
、
註

(
3
)

に
同
じ
。

23
、
的
場
慶
雅

「
中
国

に
お
け

る
法
華
経

の
信
仰
形
態

(
一
)

法
華
伝

記

」

(
『
印
度

学
仏
教
学
研
究
」
三

一
-

一

〈印
度
学
仏
教
学
会
、

一
九
八

二
年
〉
)
。

24
、
小
笠

原

(註

(
8
)
)

は

『
法
華

伝
記
」
と

『
華
厳
経
伝
記
」

の
配
列
順
序

の
類
似
性

に

つ
い
て
言
及
す

る
。

25
、
註

(
6
)

に
同
じ
。

26
、
「
四
波
羅
蜜
」
と
は

「
ニ
ル
ヴ

ァ
ー
ナ
に
具
わ

っ
て
い
る
常
波
羅
蜜

(常
住

の
完
成
)
・

楽
波
羅
蜜

(至
福

の
完
成
)
・
我
波
羅
蜜

(自

我

の
完
成
)

・
浄
波
羅
蜜

(清
浄

の
完
成
)

の
四

つ
を

い
う
」

(註

(
27
)

に
同
じ
)

27
、
中
村
元

『
仏
教
語
大
辞
典
」

(東
京
書
籍
、

一
九
八

一
年
)
。

28
、
註

(
27
)

に
同
じ
。

29
、
註

(
27
)

に
同
じ
。

30
、
註

(
27
)

に
同
じ
。

31
、
註

(
27
)

に
同
じ
。

32
、
『
現
代
語
訳

法
華
辞
典
」

(山
喜
房
仏
書
林
、

一
九

二
七
年
)
。

33
、

「
西
域

伝
記
」
は
二
回

(
四
九
中
、

四
九
下
)
、
「
西
域
伝
」

は

一
回

(
七
三
中
)
登
場

す

る
。


